
　

国
の
社
会
保
障
費
削
減
の
一
環
と
し
て
、

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
財
政
へ
の
国
費

の
投
入
が
抑
制
さ
れ
、
各
地
の
自
治
体
で

国
保
料
・
税
の
引
き
上
げ
が
続
い
て
い
ま

す
。
物
価
・
資
材
高
騰
で
多
く
の
中
小
業

者
は
高
過
ぎ
る
国
保
税
に
苦
し
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
２
０
２
４
年
度
に
国
保
料
・
税

を
引
き
上
げ
る
見
通
し
の
自
治
体
が
６
割

を
超
え
る
と
い
う
試
算
（
日
本
共
産
党
調

べ
）
が
あ
る
中
、
住
民
の
切
実
な
要
求
に

応
え
て
、
国
保
料
・
税
の
軽
減
に
踏
み
出

す
自
治
体
が
幾
つ
も
出
現
し
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
紅
花
と

さ
く
ら
ん
ぼ
の
生
産
で
有
名
な
人
口
１
７

０
０
０
人
の
小
さ
な
河
北
町
で
、
国
保
税

の
年
間
１
人
１
万
４
０
０
円
減
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
２
０
２
８
年

度
ま
で
の
５
年
間
、
実
施
し
ま
す
。
同
町

の
担
当
地
域
の
西
村
山
民
主
商
工
会
（
民

商
）
も
、
税
金
相
談
会
の
会
場
や
、
各
支

部
で
長
年
国
保
税
引
き
下
げ
の
署
名
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

河
北
町
は
、
国
保
税
が
県
内
で
も
高
い

方
で
し
た
が
、
町
民
か
ら
国
保
税
が
高
す

ぎ
て
払
え
な
い
と
の
声
が
上
り
、
国
保
税

引
き
下
げ
の
署
名
活
動
や
請
願
活
動
が
２

０
１
４
年
（
10
年
前
）
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。「
年
８
回
支
払
う
国
保
税
の
１
回
分

が
丸
々
な
く
な
る
の
で
、
う
れ
し
い
！
」

と
、
町
民
か
ら
喜
び
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

民
商
会
員
で
河
北
町
の
町
議
も
務
め
る

木
村
章
一
さ
ん
（
共
産
）
＝
（
製
造
業
）
は
、

「
10
年
ほ
ど
前
、
県
内
で
２
番
目
に
高
い

国
保
税
を
引
き
下
げ
よ
う
と
、
町
民
あ
げ

て
の
署
名
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
時
は
、
引
き
下
げ
は
か
な

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
度
の
引
き
下
げ
で
、

長
年
の
町
民
の
願
い
が
実
現
し
た
」
と
喜

び
ま
す
。
同
町
の
国
保
税
は
、
今
回
の
引

き
下
げ
で
、
県
内
35
市
町
村
の
う
ち
低
い

方
か
ら
数
え
て
５
～
６
番
目
に
な
る
見
込

み
で
す
。

　

一
貫
し
て
提
案
し
続
け
て
き
た
、
４
億

円
以
上
に
も
積
み
上
が
っ
た
基
金
の
一
部

を
活
用
し
て
国
保
税
を
減
額
す
る
条
例
改

正
は
、
昨
年
12
月
議
会
で
実
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
国
保
税
引
き
下
げ
は
、
均
等
割

の
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
（
１
万
４
０
０

円
）
を
免
除
す
る
こ
と
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

免
除
し
た
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
に
つ
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
基
金
を
取
り
崩
し

て
充
て
ま
す
。（
全
国
商
工
新
聞
６
／
３

号
よ
り
抜
粋
）

１
年
間
で
１
回
分
の
支
払
い
分
が

な
く
な
る

　

民
商
会
員
の
河
北
支
部
５
班
の
堀
米

英
生
さ
ん
（
51
）、
い
づ
み
さ
ん
（
49
）

夫
妻
＝
自
動
車
修
理
業
は
、
国
保
税
は
昨

年
、
夫
妻
と
母
親
の
３
人
分
で
年
間
16
万

６
５
０
０
円
で
し
た
。
今
回
の
引
き
下
げ

で
、
今
年
の
支
払
額
は
３
万
１
２
０
０
円

減
額
さ
れ
、
13
万
３
５
０
０
円
に
な
り
ま

す
。
１
年
間
で
８
回
支
払
う
国
保
税
の
１

回
分
が
丸
々
無
く
な
る
の
で
、
嬉
し
い
し

驚
い
た
。
父
親
が
生
き
て
い
た
３
年
前
は
、

両
親
と
私
た
ち
夫
婦
、
子
ど
も
２
人
の
計

６
人
分
で
国
保
税
約
30
万
円
を
支
払
っ
て

い
ま
し
た
。「
商
売
を
し
て
い
る
と
、
お
金

が
お
客
さ
ん
の
都
合
で
入
金
さ
れ
ま
す
が
、

国
保
税
や
税
金
は
定
期
的
に
支
払
い
が
求

め
ら
れ
る
の
で
、
凄
く
苦
し
か
っ
た
。
物

価
・
資
材
高
騰
で
い
い
こ
と
が
な
い
世
の

中
だ
け
ど
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
は
嬉
し

い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
」
と
い
づ
み
さ
ん
は
喜
び

ま
す
。
友
人
・
知
人
に
も
知
ら
せ
て
広
げ

て
い
き
た
い
と
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
す
。

　

西
村
山
民
商
で
は
、
長
年
に
渡
っ
て
署

名
活
動
や
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る

請
願
な
ど
の
要
求
運
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
国
保
税
の
引
き
下
げ
も
、
町

民
と
民
商
運
動
・
共
産
党
町
議
の
木
村
章

一
さ
ん
の
奮
闘
で
勝
ち
取
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
嬉
し
い
波
及
が
全
国
に
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

山
形　

西
村
山
民
主
商
工
会　

事
務
局
長

　

髙
橋　

史
さ
ん
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